
193──文革後の革命模範京劇

は
じ
め
に

　
「
文
化
大
革
命
」
は
中
国
文
化
の
伝
統
を
破
壊
し
た
と
言
わ
れ
る
。

京
劇
も
文
革
中
は
伝
統
演
目
の
上
演
や
学
習
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
二

〇
世
紀
半
ば
ま
で
京
劇
の
黄
金
時
代
を
支
え
た
名
優
の
多
く
が
迫
害

を
受
け
る
な
ど
、
多
大
の
負
の
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
一
方
文
革
中

に
推
奨
さ
れ
た
“
様
板
〉
1
〈

劇
”（
模
範
劇
）
の
主
軸
は
革
命
現
代
京
劇

で
あ
っ
た
。

　

革
命
模
範
京
劇
は
文
革
を
象
徴
す
る
文
化
的
産
物
で
あ
る
。
二
一

世
紀
の
今
日
、
そ
れ
が
現
代
の
中
国
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ど
う

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
現
代
か
ら
振
り
返
っ
て
、
革
命
模
範

京
劇
の
前
と
後
で
、
伝
統
京
劇
に
ど
の
て
い
ど
深
刻
な
断
絶
が
あ
っ

た
の
か
。

　

小
論
で
は
、
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
で
、
文
革
の
現
代
へ
の
影
響

や
、
文
革
か
ら
見
た
中
国
伝
統
文
化
の
連
続
性
と
非
連
続
性
の
問
題

を
考
察
し
た
い
。

革
命
模
範
京
劇
の
作
品
名

　

模
範
劇
と
革
命
現
代
京
劇
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
模
範
劇
の
中

に
は
京
劇
以
外
の
作
品
も
あ
っ
た
し
、
革
命
現
代
京
劇
の
作
品
す
べ

て
が
模
範
劇
と
認
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
「
現
代
京
劇
」

が
す
べ
て
「
革
命
京
劇
」
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
二
〇
〇

二
年
の
江
蘇
省
京
劇
院
来
日
公
演
の
演
目
『
駱
駝
祥
子
』（
ら
く
だ

の
シ
ア
ン
ズ
）
は
、
老
舎
の
小
説
を
京
劇
化
し
た
現
代
京
劇
で
あ
る

文
革
後
の
革
命
模
範
京
劇 

　
─
─
伝
統
京
劇
と
の
連
続
性
─
─
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が
、
革
命
京
劇
で
も
模
範
劇
で
も
な
い
。

　

模
範
劇
で
も
あ
り
「
革
命
現
代
京
劇
」
で
も
あ
っ
た
「
革
命
模
範

京
劇
」
の
作
品
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
前
期
作
品
群
：  
文
革
初
期
の
“
八
大
様
板
戯
”（
八
つ
の
革
命
模

範
劇
）

　
『
人
民
日
報
』
一
九
六
七
年
五
月
三
一
日
の
社
説
“
革
命
文
芸
的

優
秀
様
板
”（
革
命
文
芸
の
優
秀
な
モ
デ
ル
）
で
は
“
八
箇
革
命
様

板
戯
”（
八
つ
の
革
命
模
範
劇
）
と
し
て
、

　
　

京
劇
『
智
取
威
虎
山
』『
海
港
』『
紅
灯
記
』『
沙
家
浜
』『
奇
襲

白
虎
団
』

　
　

バ
レ
ー
劇
『
紅
色
娘
子
軍
』『
白
毛
女
』

　
　

交
響
楽
『
沙
家
浜
』

を
挙
げ
た
。「
八
つ
の
模
範
劇
」
の
う
ち
革
命
模
範
京
劇
が
五
作
品

を
占
め
る
。

　
『
沙
家
〉
2
〈
浜
』
は
現
代
京
劇
版
と
交
響
楽
版
が
あ
り
、
後
者
は
演
劇

で
は
な
い
が
、
便
宜
的
に
“
戯
”（
劇
）
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
。
ま
た
バ
レ
ー
劇
『
紅
色
娘
子
軍
』
は
後
に
京
劇
版
も
模
範
劇
と

し
て
追
加
さ
れ
た
。

　

右
の
う
ち
『
海
港
』
以
外
の
革
命
模
範
京
劇
は
文
革
終
了
後
も
根

強
い
人
気
を
保
っ
て
い
る
。

　

前
期
作
品
群
の
大
半
は
文
革
以
前
に
創
作
さ
れ
、
文
革
開
始
後
も

引
き
続
き
修
正
を
加
え
ら
れ
て
模
範
劇
の
指
定
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

○
後
期
作
品
群
：
文
革
の
中
期
・
後
期
に
追
加
さ
れ
た
作
品

　
『
紅
旗
』
一
九
七
四
年
第
七
期
に
掲
載
さ
れ
た
初
瀾
（「
四
人
組
」

系
の
執
筆
チ
ー
ム
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
に
よ
る
記
事
「
京
劇
革
命
十

年
」
で
は
「
無
産
階
級
が
つ
ち
か
っ
た
革
命
模
範
劇
は
、
い
ま
や
十

六
、七
演
目
も
あ
る
」
と
述
べ
、
革
命
現
代
京
劇
『
龍
江
頌
』『
紅

色
娘
子
軍
』『
平
原
作
戦
』『
杜
鵑
山
』
を
模
範
劇
に
追
加
し
た
。

　

そ
の
後
も
革
命
現
代
京
劇
『
磐
石
湾
』『
紅
雲
崗
』『
審
椅
子
』

『
戦
海
浪
』『
津
江
渡
』
な
ど
が
模
範
劇
に
追
加
さ
れ
た
。
一
九
七
六

年
に
文
革
が
終
結
し
た
時
、
革
命
模
範
京
劇
に
は
“
試
験
演
出
”

（
試
演
）
段
階
の
も
の
や
、
制
作
途
中
の
も
の
も
あ
っ
た
。

　

後
期
作
品
群
は
文
革
開
始
後
に
創
作
さ
れ
た
、
よ
り
「
純
粋
」
な

模
範
劇
で
あ
る
。

　

中
国
全
土
に
は
多
数
の
京
劇
団
が
存
在
す
る
が
、
革
命
模
範
京
劇

の
創
演
を
担
当
し
た
の
は
ご
く
一
部
の
有
力
京
劇
団
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、

　
　

中
国
京
劇
団
（
後
の
「
中
国
京
劇
院
」、
現
在
の
「
中
国
国
家

京
劇
院
」）

　
　
　
『
紅
灯
記
』『
紅
色
娘
子
軍
』『
平
原
作
戦
』

　
　

上
海
京
劇
団
（
現
在
の
「
上
海
京
劇
院
」）

　
　
　
『
智
取
威
虎
山
』『
海
港
』『
龍
江
頌
』『
磐
石
湾
』『
審
椅
子
』
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『
戦
海
浪
』『
津
江
渡
』

　
　

北
京
京
劇
団
（
現
在
の
「
北
京
京
劇
院
」）

　
　
　
『
沙
家
浜
』『
杜
鵑
山
』

　
　

山
東
省
京
劇
団
（
現
在
の
「
山
東
省
京
劇
院
」）

　
　
　
『
奇
襲
白
虎
団
』『
紅
雲
崗
』

等
で
あ
っ
た
。

　

文
革
中
は
、
革
命
模
範
京
劇
の
映
画
や
レ
コ
ー
ド
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
、
書
籍
化
し
た
脚
本
が
多
数
作
ら
れ
、
中
国
国
内
は
も
と
よ

り
、
海
外
に
も
積
極
的
に
輸
出
さ
れ
た
。
革
命
模
範
京
劇
の
海
外
上

演
も
行
わ
れ
た
。
文
革
最
末
期
の
一
九
七
六
年
に
は
、
来
日
し
た
上

海
京
劇
団
が
各
地
で
『
奇
襲
白
虎
団
』『
審
椅
子
』『
津
江
渡
』『
磐
石

湾
』
を
上
演
し
た
。

　

文
革
期
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
中
国
語
学
習
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト

に
は
、
教
材
と
し
て
革
命
模
範
京
劇
の
脚
本
の
全
部
も
し
く
は
一
部

も
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。

革
命
模
範
京
劇
の
文
革
後
の
人
気

　

一
般
に
、
日
本
で
は
、
革
命
模
範
京
劇
は
中
国
共
産
党
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
劇
な
の
だ
か
ら
娯
楽
性
に
乏
し
い
は
ず
だ
と
か
、
革
命
模
範

京
劇
は
伝
統
京
劇
と
全
く
違
う
も
の
だ
と
思
う
向
き
が
多
い
。
例
え

ば
、
二
一
世
紀
の
初
め
、
日
本
の
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
制
作
者
が
中
国

人
に
む
か
っ
て
、

　
　
　

京
劇
の
凋
落
は
「
文
化
大
革
命
」
期
、
伝
統
演
目
が
全
面
上

演
禁
止
と
な
り
、
多
数
の
名
優
が
迫
害
を
受
け
た
こ
と
を
境
に

決
定
的
と
な
っ
た
。
革
命
模
範
劇
と
名
付
け
ら
れ
た
京
劇
は
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
劇
と
化
し
、
庶
民
の
京
劇
離
れ
は
進
み
、
い
ま
再

び
市
場
経
済
の
波
が
京
劇
を
ゆ
さ
ぶ
っ
て
い
る
…
…

と
い
う
自
分
の
解
釈
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
中
国
人
通
訳
な
ど
か
ら

「
一
面
的
な
見
方
だ
、
現
に
今
で
も
革
命
模
範
劇
は
大
変
な
人
気

だ
」
と
大
き
な
反
発
を
受
け
、
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
っ
た
と

い
〉
3
〈

う
。

　

筆
者
の
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
革
命
模
範
京
劇
も
伝
統
京
劇
と

同
じ
京
劇
で
あ
る
。
ま
た
「
今
で
も
革
命
模
範
劇
は
大
変
な
人
気

だ
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
二
一
世
紀
の
中
国
で
も
一
定
の

人
気
を
保
っ
て
い
る
。

　

前
期
作
品
群
の
革
命
模
範
京
劇
は
、『
海
港
』
が
唯
一
の
失
敗
作

と
さ
れ
て
い
〉
4
〈
る
以
外
は
文
革
後
も
人
気
が
あ
る
。
舞
台
演
劇
と
し
て

再
演
さ
れ
る
ほ
〉
5
〈
か
、
現
代
中
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
の
中
で
も

し
ば
し
ば
劇
中
劇
的
に
「
引
用
」
さ
れ
る
（
後
述
）。

　

文
革
後
期
の
革
命
模
範
京
劇
は
、『
杜
鵑
山
』
と
『
紅
色
娘
子
軍
』

を
除
け
ば
、
知
名
度
も
評
価
も
前
期
作
品
群
に
は
及
ば
な
い
が
、
今

も
そ
れ
な
り
の
人
気
が
あ
る
。

　

現
代
中
国
で
は
、
伝
統
京
劇
は
新
作
が
続
々
と
作
ら
れ
て
上
演
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
革
命
模
範
劇
は
新
作
の
創
演
は
文
革
以
降
途
絶

え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
革
命
模
範
劇
は
伝
統
京
劇
よ
り
も
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「
古
典
」
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
京
劇
も
革
命
模
範
劇
も
、
愛

好
者
は
中
高
年
が
多
い
。
若
い
世
代
は
“
日
漫
”（
日
本
の
漫
画
作

品
）
や
“
韓
劇
”（
韓
流
ド
ラ
マ
）
を
好
む
い
っ
ぽ
う
、
京
劇
へ
の

関
心
は
薄
い
傾
向
が
あ
る
。

　

現
代
中
国
に
お
け
る
革
命
模
範
京
劇
の
人
気
を
考
え
る
う
え
で
、

筆
者
は
、
プ
ロ
の
京
劇
団
に
よ
る
舞
台
作
品
の
再
演
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
、
革
命
模
範
京
劇
の
「
二
次
的
利
用
」
に
も
着
目
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
実
例
を
あ
げ
よ
う
。

対
外
的
な
国
威
発
揚
の
ツ
ー
ル
と
し
て

　

京
劇
は
、
中
国
文
化
の
底
力
と
豪
華
絢
爛
さ
を
外
国
人
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
上
で
効
果
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
二

〇
一
七
年
一
一
月
、
訪
中
し
た
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
夫
妻
は
、

習
近
平
国
家
主
席
夫
妻
と
と
も
に
、
故
宮
の
暢
音
閣
（
清
朝
時
代
の

宮
廷
劇
場
を
補
修
し
た
も
の
）
で
、
京
劇
の
児
童
俳
優
た
ち
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
梨
園
春
苗
』
や
、
伝
統
演
目
『
美
猴
王
』（
孫

悟
空
）
と
『
貴
妃
酔
酒
』
を
鑑
賞
し
た
。
大
統
領
は
喜
び
、
観
劇

後
、
京
劇
の
舞
台
を
背
景
に
出
演
者
た
ち
と
撮
っ
た
記
念
写
真
を
自

分
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ヘ
ッ
ダ
ー
画
像
に
し
た
。

　

中
国
人
は
今
も
、
悠
久
の
歴
史
を
も
つ
中
国
文
明
の
底
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
時
に
は
伝
統
京
劇
を
、
近
現
代
の
中
国
の
パ
ワ
ー
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
時
は
現
代
京
劇
を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
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ン
ス
と
し
て
活
用
す
る
。

　

二
〇
〇
四
年
一
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
の

「
黄
金
の
ホ
ー
ル
」（D

er G
roße M

usikvereinssaal

）
で
、
京
劇
俳

優
の
于
魁
智
氏
が
革
命
模
範
京
劇
『
智
取
威
虎
山
』
の
名
場
面
の
歌

を
、
京
劇
女
優
の
李
勝
素
氏
が
革
命
模
範
京
劇
『
杜
鵑
山
』
の
名
場

面
の
歌
を
歌
っ
た
。
伴
奏
は
現
地
の
交
響
楽
団
と
中
国
の
京
劇
の
楽

隊
の
合
奏
で
、
そ
の
様
子
は
中
国
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
放
送
さ
れ
た

（
筆
者
も
当
時
、
日
本
の
「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
大
富
」
で
視
聴
し
た
。
今
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
複
数
の
サ
イ
ト
で
、
そ
の
動
画
を
視
聴
で
き

る
）。

　

革
命
模
範
京
劇
は
政
治
色
が
強
い
。
日
本
軍
が
悪
役
と
し
て
登
場

す
る
『
紅
灯
記
』
や
『
平
原
作
戦
』
を
来
日
公
演
で
上
演
し
た
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
と
韓
国
軍
が
悪
役
と
し
て
登
場
す
る
『
奇
襲
白
虎
団
』

を
海
外
で
上
演
す
る
の
は
な
に
か
と
不
都
合
で
あ
ろ
う
。
悪
役
も
中

国
人
で
あ
る
『
智
取
威
虎
山
』
や
『
杜
鵑
山
』
を
選
ん
だ
点
に
、
配

慮
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
于
魁
智
氏
と
李
勝
素
氏
は
、
伝
統
京
劇
で
も
第
一
人

者
で
あ
る
。
中
国
国
内
で
の
重
要
な
公
演
は
も
ち
ろ
ん
、
来
日
公
演

も
複
数
回
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
の
中
国
国
家
京
劇
院
の
来
日

公
演
で
は
、
日
本
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
を
演
じ
、

日
本
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。
京
劇
を
演
ず
る
側
か
ら
見
れ
ば
、
伝
統

京
劇
も
革
命
現
代
京
劇
も
本
質
的
に
は
同
じ
京
劇
で
あ
り
、
上
演
の

技
術
も
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
日
本
人
が
漠
然
と
予
想
す
る
ほ
ど
の
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

娯
楽
映
画
へ
の
ア
レ
ン
ジ

　

革
命
現
代
京
劇
は
舞
台
演
劇
で
あ
る
が
、
舞
台
演
劇
と
い
う
性
質

上
、
実
際
に
劇
場
に
足
を
運
ん
で
模
範
劇
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
人

民
は
、
全
人
口
の
う
ち
の
一
部
で
あ
っ
た
。
文
革
中
も
、
中
国
の
人

民
の
多
く
は
京
劇
映
画
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
革
命
模
範
京
劇

に
触
れ
た
。
京
劇
映
画
は
、
映
画
館
や
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
Ｖ
Ｃ

Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ネ
ッ
ト
等
で
視
聴
で
き
る
。

　

京
劇
映
画
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
二
分
で
き
る
。

　

第
一
種
：
京
劇
団
に
よ
る
舞
台
の
上
演
を
映
画
監
督
が
撮
影
し

て
、
映
画
と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
。
出
演
者
は
京
劇
俳
優

で
、
音
楽
や
衣
装
も
京
劇
で
あ
る
（
舞
台
装
置
は
京
劇
風
で
な

い
こ
と
も
あ
る
）。
文
革
中
に
続
々
と
制
作
さ
れ
た
“
様
板

戯
”（
模
範
劇
）
の
映
画
作
品
は
こ
ち
ら
で
あ
る
。

　

第
二
種
：
京
劇
を
と
り
い
れ
た
新
作
の
映
画
。
出
演
者
の
多
く
は

映
画
俳
優
で
、
音
楽
等
も
い
わ
ゆ
る
映
画
音
楽
だ
が
、
劇
中
劇

的
に
舞
台
演
劇
と
し
て
の
京
劇
が
使
わ
れ
る
。
文
革
後
に
作
ら

れ
た
寧
瀛
監
督
『
北
京
好
日
』（
原
題
“
找
楽
”
一
九
九
二

年
）
や
陳
凱
歌
監
督
『
さ
ら
ば
、
わ
が
愛
／
覇
王
別
姫
』（
原

題
“
覇
王
別
姫
”
一
九
九
三
年
）、
陳
凱
歌
監
督
『
花
の
生
涯

〜
梅
蘭
芳
〜
』（
原
題
“
梅
蘭
芳
”
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。
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革
命
模
範
京
劇
は
、
舞
台
作
品
と
し
て
の
新
作
は
な
い
が
、
第
二

種
の
京
劇
映
画
と
し
て
は
「
新
作
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
公
開
さ
れ
た
、
香
港
の
ツ
イ
・
ハ
ー
ク（
徐
克
）
監

督
に
よ
る
３
Ｄ
映
画
『
智
取
威
虎
山
』（
英
語
タ
イ
ト
ルThe Taking 

of Tiger M
ountain

）
は
、
二
一
世
紀
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
中
国
、

そ
し
て
国
共
内
戦
時
代
の
中
国
を
舞
台
に
、
革
命
現
代
京
劇
『
智
取

威
虎
山
』
の
物
語
を
映
画
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
映
画
の
出
演

者
は
映
画
俳
優
だ
が
、
冒
頭
と
最
後
の
現
代
の
シ
ー
ン
で
、
往
年
の

第
一
種
京
劇
映
画
『
智
取
威
虎
山
』（
一
九
七
〇
年
公
開
）
の
映
像
と

音
声
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ツ
イ
・
ハ
ー
ク
監
督
は

一
九
八
六
年
に
も
民
国
初
期
の
架
空
の
京
劇
団
を
舞
台
と
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
映
画
『
北
京
オ
ペ
ラ
ブ
ル
ー
ス
』（
原
題
“
刀
馬
旦
”）
を
撮
っ

て
お
り
、
第
二
種
の
京
劇
映
画
を
撮
る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
の
革
命
模
範
京
劇

　

現
代
中
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
、
革
命
現
代
京
劇
の
歌
や
映
像

が
小
道
具
的
に
使
わ
れ
る
例
は
多
い
。
以
下
、
そ
の
う
ち
一
部
を
紹

介
し
よ
う
。

　

一
九
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
全
一
二
〇
話
が
放
送
さ
れ
た

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
メ
デ
ィ
『
我
愛
我
家
』
で
は
、
と
き
ど
き

革
命
模
範
京
劇
『
智
取
威
虎
山
』『
紅
灯
記
』『
杜
鵑
山
』『
沙
家
浜
』

『
龍
江
頌
』『
平
原
作
戦
』『
奇
襲
白
虎
団
』
の
歌
詞
や
セ
リ
フ
が
効

果
的
に
使
わ
れ
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
放
送
さ
れ
た
中
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
人
民
的
名

義
』（
人
民
の
名
義
）
全
五
五
話
は
、
現
代
中
国
の
「
反
腐
敗
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
政
治
サ
ス
ペ
ン
ス
で
大
人
気
を
博
し
た
が
、
こ
の
ド

ラ
マ
の
劇
中
で
も
革
命
現
代
京
劇
の
歌
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
第
一
三
話
の
宴
会
の
場
面
も
そ
う
で
あ
る
。
正
義
の
主

人
公
と
悪
役
、
悪
役
の
お
気
に
入
り
の
女
性
の
三
人
は
、
趣
味
の
京

劇
の
歌
を
歌
う
こ
と
に
し
た
。
曲
目
は
、
革
命
現
代
京
劇
『
沙
家

浜
』
の
名
場
面
「
智
闘
」
で
あ
る
。
女
性
が
、

　
　
「
私
が
阿
慶
嫂
を
歌
う
か
ら
、
あ
な
た
（
こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
主
役
で
あ
る
正
義
の
男
性
）
は
刁
徳
一
ね
。
庁
長
（
悪
役
）

は
胡
司
令
で
い
い
か
し
ら
？
」

と
言
い
、
女
性
が
『
沙
家
浜
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
役
を
、
残
り
の
二
人
も

そ
れ
ぞ
れ
劇
中
の
男
性
役
を
歌
っ
た
。
ま
ず
悪
役
が
、

　
　
“
想
当
初
、
老
子
的
隊
伍
才
開
張
、
攏
共
才
有
十
幾
箇
人
、
七

八
条
槍
。
遇
皇
軍
追
得
我
、
暈
頭
転
向
、
多
虧
了
阿
慶
嫂
、
她

叫
我
水
缸
裏
面
把
身
蔵
…
〉
6
〈

…
”

云
々
と
歌
う
と
、
正
義
の
主
人
公
、
そ
し
て
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ

『
沙
家
浜
』
の
該
当
す
る
場
面
の
歌
を
続
け
る
。
革
命
現
代
京
劇
『
沙

家
浜
』
の
こ
の
一
段
の
歌
は
非
常
に
有
名
で
、
文
革
世
代
の
中
国
人

で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
ま
た
革
命
現
代
京
劇
の
歌
詞
は
現
代
語

な
の
で
、『
沙
家
浜
』
を
見
た
こ
と
が
な
い
若
い
世
代
の
視
聴
者

も
、
歌
詞
の
意
味
内
容
を
完
全
に
理
解
で
き
〉
7
〈

る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
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こ
の
場
面
で
、
登
場
人
物
た
ち
は
、
表
向
き
は
な
ご
や
か
な
表
情
だ

が
、
実
は
腹
の
内
を
探
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
の

緊
張
感
と
、
歌
の
も
と
で
あ
る
革
命
模
範
京
劇
『
沙
家
浜
』
の
該
当

場
面
の
緊
張
感
は
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
サ
ス
ペ
ン
ス
の
効
果
を

盛
り
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
人
民
的
名
義
』
の
中

で
模
範
劇
を
歌
う
人
物
た
ち
の
年
齢
で
あ
る
。
正
義
の
主
人
公
を
演

ず
る
俳
優
の
陸
毅
氏
は
一
九
七
六
年
生
ま
れ
、
悪
役
を
演
ず
る
俳
優

の
許
亜
軍
氏
は
一
九
六
四
年
生
ま
れ
、
悪
役
と
特
別
な
関
係
に
あ
る

女
性
を
演
じ
た
女
優
の
胡
静
氏
は
文
革
終
結
後
の
一
九
七
八
年
生
ま

れ
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
の
中
国
で
は
、
こ
う
し
た
年
代
の
人
々
が

文
革
中
の
革
命
現
代
京
劇
の
歌
を
趣
味
と
し
て
た
し
な
む
の
は
、
不

自
然
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

年
齢
層
に
つ
い
て
リ
ア
ル
な
人
物
の
例
を
あ
げ
る
と
、
最
近
、
中

国
の
巨
大
企
業
集
団
“
阿
里
巴
巴
集
団
”（
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
）

の
創
業
者
で
あ
る
馬
雲
氏
（
一
九
六
四
年
生
ま
れ
）
が
革
命
模
範
京

劇
『
紅
灯
記
』
の
歌
“
臨
行
喝
媽
一
碗
酒
、
渾
身
是
胆
雄
赳
赳
…
…
”

云
々
の
一
段
を
生
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
歌
う
動
画
が
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ

さ
れ
、
大
評
判
と
な
っ
〉
8
〈

た
。

　

日
本
人
か
ら
見
る
と
意
外
だ
が
、
お
よ
そ
文
革
時
代
の
「
清
貧
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
た
二
一
世
紀
の
中
国
で
も
、
革
命
模
範
京

劇
の
歌
は
、
な
つ
メ
ロ
感
覚
や
国
粋
主
義
的
な
高
揚
感
を
と
も
な

い
、
娯
楽
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

劇
団
と
俳
優
の
連
続
性

　

以
上
、
革
命
模
範
京
劇
が
文
革
終
結
後
も
そ
れ
な
り
の
人
気
を

保
っ
て
い
る
状
況
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
伝
統
京
劇
と
革
命
模
範
京
劇
の
連
続
性
と
非
連
続
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

　

京
劇
の
伝
統
は
文
革
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
、
と
い
う
言
説
は
よ
く

聞
く
。
特
に
台
湾
か
ら
は
、
歴
史
的
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
言
説
の
発
信
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

一
九
九
八
年
、
台
湾
政
財
界
の
重
鎮
で
あ
る
辜
振
甫
（
一
九
一
七

－

二
〇
〇
五
）
ら
が
京
劇
の
来
日
公
演
を
行
っ
た
時
の
宣
伝
に
も

「
大
陸
の
京
劇
が
『
文
革
』
で
中
断
し
た
と
き
も
、
伝
統
京
劇
の
正

統
は
台
湾
で
保
た
れ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
台
湾
京
劇
の
優
位
を

ほ
の
め
か
す
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
〉
9
〈

た
。

　

最
近
も
、
台
湾
の
「
中
華
民
国
」
政
府
が
開
設
し
た
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
トTaiwan Today

（“
今
日
台
湾
”）
日
本
語
版
は
二
〇
一
七
年
九

月
一
五
日
に
以
下
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
載
せ
〉
10
〈

た
。

　
　
　

文
化
部
（
日
本
の
省
レ
ベ
ル
に
相
当
）
に
よ
る
国
家
レ
ベ
ル

の
京
劇
団
体
で
あ
る
国
光
劇
団
が
一
二
日
、「
祖
師
爺
」
を
台

湾
戯
曲
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
裏
に
正
式
に
安
置
し
た
。（
中
略
）

中
国
大
陸
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
祈
り
と
祭
り
の
習
慣
は
文

化
大
革
命
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
し
か
し
台
湾
で
は
、
京
劇
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界
の
先
達
た
ち
の
こ
だ
わ
り
に
よ
っ
て
、
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統

が
守
ら
れ
て
い
る
。
国
光
劇
団
は
毎
年
旧
正
月
前
後
、「
戯

箱
」
の
封
印
と
開
封
の
儀
式
を
行
い
、
ま
た
「
祖
師
爺
」
の
生

誕
祭
で
は
衣
を
交
換
す
る
儀
式
も
執
り
行
う
。
こ
れ
ら
は
み
な

貴
重
な
無
形
文
化
資
産
な
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
京
劇
団
の
「
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
」
の
破
壊
は

文
革
の
ず
っ
と
前
か
ら
徐
々
に
進
ん
で
い
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
、
台
湾
の
京
劇
団
に
お
け
る
「
古
式
ゆ
か
し
い
伝

統
」
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
「
文
化
大
革
命
」
が
今
も
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
台
湾
の
正
統
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
材
料
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
く
。

　

革
命
模
範
京
劇
と
伝
統
京
劇
の
連
続
性
と
非
連
続
性
を
考
え
る
う

え
で
、
京
劇
の
ど
の
要
素
に
着
目
す
る
か
に
よ
っ
て
、
見
方
は
大
き

く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
革
命
模
範
京
劇
の
創
演
を
担
当
し
た
四
つ
の
有
力
京
劇
団

に
着
目
し
て
、
文
革
前
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

中
国
京
劇
団

　

一
九
五
五
年
に
成
立
し
た
中
国
京
劇
団
（
設
立
時
の
名
称
は
「
中

国
京
劇
院
」。
文
革
期
は
「
中
国
京
劇
団
」
と
な
り
、
そ
の
後
「
中

国
京
劇
院
」
に
戻
り
、
現
在
は
「
中
国
国
家
京
劇
院
」）
は
、
唯
一

「
文
化
部
」（
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相
当
）
に
直
属
す
る
特
別
な
京

劇
団
と
し
て
、
新
中
国
の
京
劇
改
革
の
中
心
と
な
っ
た
。

　

革
命
模
範
京
劇
の
な
か
で
も
特
に
人
気
が
あ
る
『
紅
灯
記
』
と
、

文
革
後
期
に
革
命
模
範
京
劇
に
追
加
さ
れ
た
『
紅
色
娘
子
軍
』
お
よ

び
『
平
原
作
戦
』
は
、
中
国
京
劇
団
の
作
品
で
あ
る
。

　
『
紅
灯
記
』
は
、
映
画
『
自
有
後
来
人
』（
一
九
六
三
年
）
と
、
こ

の
物
語
を
舞
台
化
し
た
上
海
滬
劇
団
に
よ
る
滬
劇
（
上
海
の
地
方

劇
）『
紅
灯
記
』
お
よ
び
ハ
ル
ビ
ン
京
劇
院
に
よ
る
現
代
京
劇
『
革

命
自
有
後
来
人
』
を
も
と
に
中
国
京
劇
院
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
京
劇
院
版
の
京
劇
『
紅
灯
記
』
の
脚
本
を
執
筆
し
た
の
は
京

劇
作
家
の
翁
偶
虹
（
一
九
〇
八

－

一
九
九
四
）
と
阿
甲
（
一
九
〇
七

－

一
九
九
四
）
で
あ
〉
11
〈

る
。
翁
偶
虹
は
民
国
期
か
ら
伝
統
京
劇
の
名
作

の
脚
本
を
多
数
、
執
筆
し
た
。
例
え
ば
、
二
〇
一
七
年
に
中
国
国
家

京
劇
院
が
来
日
公
演
で
上
演
し
た
伝
統
京
劇
『
鎖
麟
嚢
』（
初
演
は



京劇俳優の李光氏と筆者。2004年、北京にて。
李光氏は日本の演劇界とも縁が深い。中国京劇
院の看板俳優として21世紀初頭まで何度も京
劇来日公演に参加して伝統京劇を演じたほか、
スーパー歌舞伎『リュウオー／龍王』（1989年）
では中国側の主人公である哪吒を、真山美保原
作の京劇『坂本龍馬』（1992年）では坂本龍馬
を、新京劇『楊貴妃と阿倍仲麻呂』（2002年）
では阿倍仲麻呂を演じた。
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一
九
四
〇
年
）
も
、
翁
偶
虹
が
名
優
の
程
硯
秋
の
た
め
に
書
き
下
ろ

し
た
も
の
で
あ
る
。
孫
悟
空
の
初
期
の
活
躍
を
描
く
伝
統
京
劇
『
大

鬧
天
宮
』
も
、
現
行
の
脚
本
は
、
翁
偶
虹
と
名
優
の
李
少
春
ら
が
一

九
五
〇
年
代
に
旧
来
の
京
劇
『
安
天
会
』
を
改
編
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

革
命
模
範
京
劇
『
紅
灯
記
』
の
創
演
に
は
、
た
し
か
に
阿
甲
や
周

恩
来
の
よ
う
な
古
参
の
中
国
共
産
党
員
も
か
か
わ
っ
て
い
〉
12
〈

た
。
そ
の

た
め
、
翁
偶
虹
な
ど
民
国
期
の
伝
統
京
劇
を
支
え
た
京
劇
人
が
新
中

国
の
革
命
模
範
京
劇
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
点
は
、
見
落
と
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
命
模
範
京
劇
に
参
画
し
た
脚
本
家
や
音
楽

家
、
俳
優
な
ど
人
材
面
を
総
合
的
に
見
る
と
、
革
命
模
範
京
劇
と
伝

統
京
劇
に
は
見
か
け
ほ
ど
の
断
絶
は
な
い
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ

る
。

　

中
国
京
劇
団
の
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
、
文
革

中
の
革
命
模
範
京
劇
と
文
革
後
の
伝
統
京
劇
は
連
続
し
て
い
る
。

　

文
革
後
期
の
革
命
模
範
京
劇
『
平
原
作
戦
』
は
、
翁
偶
虹
氏
ら
も

脚
本
執
筆
に
か
か
わ
っ
た
作
品
だ
が
、
一
九
七
四
年
に
崔
嵬
監
督
・

陳
懐
皚
監
督
（
陳
凱
歌
監
督
の
父
）
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
た
。
こ
の

映
画
の
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
（
伴
奏
な
ど
も
含
む
）
の
大
半
は
文
革

終
結
後
も
引
き
続
き
中
国
京
劇
院
で
働
き
、
伝
統
京
劇
の
復
活
上
演

を
支
え
た
。

　

例
え
ば
、
一
九
七
九
年
の
中
国
京
劇
院
三
団
の
訪
日
京
劇
公
演

は
、
文
革
終
結
後
の
伝
統
京
劇
復
活
を
世
界
に
印
象
付
け
た
京
劇
史

上
画
期
的
な
公
演
だ
っ
た
が
、
そ
の
出
演
者
の
多
く
は
七
四
年
に
映

画
化
さ
れ
た
革
命
模
範
京
劇
『
平
原
作
戦
』
の
出
演
者
で
も
あ
る
。

『
平
原
作
戦
』
で
主
役
（
日
本
軍
と
戦
う
八
路
軍
の
隊
長
）
を
演
じ

た
京
劇
俳
優
の
李
光
氏
は
、
七
九
年
の
来
日
公
演
で
は
孫
悟
空
や
任

堂
恵
（
伝
統
京
劇
『
三
岔
口
』）
を
演
じ
た
。『
平
原
作
戦
』
で
「
漢

奸
」
を
演
じ
た
孔
新
垣
氏
と
勇
敢
な
革
命
的
農
婦
を
演
じ
た
李
維
康

氏
は
、
七
九
年
の
来
日
公
演
で
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
京
劇
『
秋
江
』
の

老
船
頭
と
道
姑
（
道
教
の
尼
僧
）
を
演
じ
た
（
李
維
康
氏
は
『
覇
王

別
姫
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
も
演
じ
た
）。
以
下
も
同
様
で
、
七
四
年
の
映

画
『
平
原
作
戦
』
で
八
路
軍
兵
士
や
日
本
軍
兵
士
、
中
国
の
農
民
を



1986年の上海京劇訪日団のチラシ（画
像提供：楽戯舎）。中央は伝統京劇

『青石山』を演ずる斉淑芳氏。斉氏は88

年にアメリカに移住したが、現地で京
劇団を立ち上げ、上演活動を続けてい
る。左下は孫悟空を演ずる張善元氏。
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演
じ
た
俳
優
が
そ
の
ま
ま
七
九
年
の
来
日
公
演
で
は
伝
統
京
劇
に
出

演
し
た
。
作
曲
・
編
曲
・
演
奏
を
担
当
し
た
京
劇
音
楽
家
の
許
俊
徳

氏
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
も
、
伝
統
京
劇
と
革
命
模

範
京
劇
の
連
続
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
七
九
年

の
訪
日
京
劇
公
演
の
団
長
は
、『
白
毛
女
』
の
作
者
で
政
治
家
で
も

あ
っ
た
賀
敬
之
氏
で
あ
っ
た
。

　

李
光
氏
の
夫
人
で
あ
る
沈
健
瑾
氏
も
有
名
な
京
劇
女
優
で
、
文
革

中
の
革
命
模
範
京
劇
『
奇
襲
白
虎
団
』
で
は
朝
鮮
側
の
ヒ
ロ
イ
ン
崔

大
嫂
を
演
じ
、
革
命
模
範
京
劇
『
平
原
作
戦
』
で
は
銃
で
戦
う
農
村

の
女
性
を
演
じ
た
。
文
革
後
は
伝
統
京
劇
で
活
躍
し
た
他
、
李
光
氏

と
と
も
に
『
リ
ュ
ウ
オ
ー
／
龍
王
』
や
『
坂
本
龍
馬
』
等
の
作
品
に

も
出
演
し
て
い
る
。

上
海
京
劇
団

　

上
海
京
劇
院
（
文
革
中
の
対
外
的
呼
称
は
「
上
海
京
劇
団
」）

は
、
現
在
も
人
気
の
高
い
『
智
取
威
虎
山
』
を
は
じ
め
、『
海
港
』

『
龍
江
頌
』『
磐
石
湾
』『
審
椅
子
』『
戦
海
浪
』『
津
江
渡
』
な
ど
多

く
の
革
命
模
範
京
劇
を
手
掛
け
た
有
力
劇
団
で
あ
る
。

　

文
革
最
末
期
の
一
九
七
六
年
、
上
海
京
劇
団
の
一
行
一
三
〇
名
は

来
日
公
演
を
行
い
、
Ａ
プ
ロ
で
は
『
智
取
威
虎
山
』
全
劇
を
、
Ｂ
プ

ロ
で
は
『
審
椅
子
』、『
津
江
渡
』、「
打
虎
上
山
」（『
智
取
威
虎
山
』

の
一
部
）、「
蜂
窩
洞
」「
狼
牙
礁
」（『
磐
石
湾
』
の
一
部
）
を
日
本

各
地
で
上
演
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
送
さ
れ
た
。
京
劇
来
日
公
演
で
革

命
模
範
京
劇
が
大
々
的
に
上
演
さ
れ
た
唯
一
の
例
で
あ
〉
13
〈
る
。

　

上
海
京
劇
院
は
、
そ
の
後
も
何
度
も
来
日
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
は
小
規
模
編
成
で
何
度
か
来
日
公
演
を
行
い
、
伝

統
京
劇
を
上
演
し
た
。
八
六
年
と
八
七
年
の
来
日
公
演
を
例
に
取
る

と
、
孫
悟
空
を
演
じ
た
張
善
元
氏
（
名
優
の
蓋
叫
天
の
孫
）
は
、
一

九
七
二
年
に
映
画
化
さ
れ
た
革
命
模
範
京
劇
『
龍
江
頌
』
で
は
「
宝

成
」
と
い
う
人
物
を
演
じ
て
い
る
。
ま
た
来
日
公
演
の
伝
統
京
劇

『
青
石
山
』
で
九
尾
の
狐
を
演
じ
た
斉
淑
芳
氏
は
、
革
命
模
範
京
劇

『
智
取
威
虎
山
』
で
は
「
小
常
宝
」、
革
命
模
範
京
劇
『
磐
石
湾
』
で

は
「
海
雲
」
と
い
う
女
性
を
演
じ
た
。
そ
の
他
の
来
日
公
演
の
メ
ン

バ
ー
も
同
様
で
あ
る
。
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北
京
京
劇
団

　

北
京
京
劇
団
（
現
在
の
北
京
京
劇
院
）
は
、
民
国
期
の
京
劇
界
の

ス
タ
ー
だ
っ
た
大
御
所
的
な
名
優
が
集
ま
っ
て
い
た
有
力
劇
団
で
あ

る
。
一
九
六
一
年
に
北
京
京
劇
団
が
創
作
上
演
し
た
新
編
歴
史
京
劇

『
海
瑞
罷
官
』
が
、
そ
の
後
文
革
の
導
火
線
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ

と
は
有
名
で
あ
る
。

　

北
京
京
劇
団
が
創
演
を
担
当
し
た
革
命
模
範
京
劇
『
沙
家
浜
』
と

『
杜
鵑
山
』
は
文
革
後
も
人
気
を
保
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
京

劇
女
優
の
李
勝
素
氏
が
ウ
ィ
ー
ン
で
『
杜
鵑
山
』
を
歌
っ
た
こ
と
、

二
〇
一
七
年
の
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
人
民
的
名
義
』
の
中
で
『
沙

家
浜
』
の
歌
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

文
革
中
、
北
京
京
劇
団
で
は
迫
害
を
受
け
て
舞
台
か
ら
遠
ざ
け
ら

れ
た
名
優
が
い
た
一
方
で
、
革
命
模
範
京
劇
で
活
躍
し
た
名
優
も
い

た
こ
と
は
、
伝
統
京
劇
と
革
命
模
範
京
劇
の
連
続
性
を
考
え
る
う
え

で
示
唆
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
沙
家
浜
』
で
実
在
の
革
命
烈
士
で

あ
る
郭
建
光
を
演
じ
た
譚
元
寿
氏
は
、
曾
祖
父
の
京
劇
名
優
・
譚
鑫

培
か
ら
代
々
、
京
劇
の
名
優
を
輩
出
し
た
家
柄
の
出
で
、
伝
統
京
劇

の
名
優
で
も
あ
っ
た
。

山
東
省
京
劇
団

　

山
東
省
京
劇
団
（
一
九
九
〇
年
以
降
は
「
山
東
省
京
劇
院
」）
は

革
命
模
範
京
劇
『
奇
襲
白
虎
団
』
を
創
演
し
た
有
力
劇
団
で
あ
る
。

こ
の
他
、
文
革
最
末
期
の
一
九
七
六
年
九
月
に
映
画
公
開
さ
れ
た
革

命
模
範
京
劇
『
紅
雲
崗
』
も
担
当
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
公
開
時
期
の

関
係
も
あ
っ
て
有
名
で
は
な
い
。

　

文
革
終
結
後
は
、
山
東
省
京
劇
団
も
伝
統
京
劇
に
回
帰
し
た
。

　

一
九
八
二
年
に
行
わ
れ
た
「
中
国
京
劇
団
訪
日
公
演
」
は
、「
中

国
京
劇
団
」
を
名
乗
っ
た
も
の
の
、
実
際
は
山
東
省
京
劇
団
で
あ

り
、
革
命
模
範
京
劇
『
奇
襲
白
虎
団
』
の
出
演
者
も
こ
の
日
本
公
演

で
は
伝
統
京
劇
を
演
じ
た
。
例
え
ば
、『
奇
襲
白
虎
団
』
で
主
役
を

演
じ
た
宋
玉
慶
氏
は
、
来
日
公
演
の
『
孫
悟
空
大
鬧
乾
坤
』
で
は
二

龍
子
と
太
白
金
星
を
演
じ
、『
奇
襲
白
虎
団
』
で
人
民
義
勇
軍
の

“
団
長
”（
連
隊
長
）
を
演
じ
た
名
優
の
方
栄
翔
氏
は
、
こ
の
来
日
公

演
で
は
『
鍘
美
案
』
の
包
公
を
演
じ
た
。

ま
と
め

　

文
革
中
に
革
命
模
範
京
劇
を
手
が
け
た
有
力
京
劇
団
も
、
文
革
が

始
ま
る
前
、
そ
し
て
終
わ
っ
た
あ
と
は
主
と
し
て
伝
統
京
劇
を
上
演

し
た
。
文
革
中
、
多
く
の
名
優
が
迫
害
を
受
け
た
が
、
名
優
の
息
子
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や
孫
に
あ
た
る
京
劇
俳
優
で
革
命
模
範
京
劇
に
出
演
し
た
者
も

い
た
。

　

文
革
終
結
後
、
伝
統
京
劇
の
上
演
は
比
較
的
短
期
間
で
復
活
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
革
命
模
範
京
劇
と
い
え
ど
も
、
基
礎
訓
練
は
伝

統
京
劇
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
革
中
の
革

命
模
範
京
劇
の
主
役
級
の
俳
優
は
、
京
劇
の
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
こ

ろ
、
伝
統
京
劇
の
芸
を
叩
き
こ
ま
れ
て
い
た
。
京
劇
の
脚
本
家
や
編

曲
家
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
様
で
、
メ
イ
ン
は
伝
統
京
劇
だ
っ
た
。

　

革
命
模
範
京
劇
『
紅
灯
記
』
で
主
役
を
つ
と
め
、
文
革
中
に
文
化

部
副
部
長
（
日
本
の
文
科
省
次
官
に
相
当
）
に
ま
で
出
世
し
た
京
劇

の
名
優
・
銭
浩
梁
氏
（
文
革
中
の
名
前
は
「
浩
梁
」）
も
、
無
名
の

若
手
時
代
に
伝
統
京
劇
『
伐
子
都
』
を
北
京
の
劇
場
で
演
じ
、
そ
の

演
技
が
客
席
の
江
青
（
毛
沢
東
の
夫
人
）
の
目
に
と
ま
っ
た
こ
と

が
、
銭
氏
と
京
劇
の
そ
の
後
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
〉
14
〈

た
。

　

革
命
模
範
京
劇
は
、
伝
統
京
劇
の
延
長
上
に
あ
る
。
逆
の
見
方
を

す
れ
ば
、
伝
統
京
劇
は
、
一
般
の
日
本
人
が
思
い
込
ん
で
い
る
ほ
ど

「
伝
統
」
的
で
は
な
い
。

　

伝
統
京
劇
の
俳
優
た
ち
は
、
文
革
が
始
ま
る
数
十
年
も
前
か
ら
、

革
命
現
代
京
劇
に
近
い
発
想
の
現
代
京
劇
を
構
想
し
、
ま
た
そ
れ
を

上
演
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
伝
統
京
劇
の
名
優
・
梅
蘭
芳
（
一

八
九
四

－
一
九
六
一
）
も
、
若
い
こ
ろ
は
『
一
縷
麻
』
等
の
現
代
京

劇
（
当
時
の
用
語
で
は
“
時
装
戯
”。
現
代
の
服
装
の
芝
居
、
の

意
。“
古
装
戯
”
の
対
語
）
の
創
演
に
心
血
を
注
い
〉
15
〈

だ
。

　

京
劇
は
中
国
の
「
伝
統
演
劇
」
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
中
国
の
“
伝

統
”
は
、
日
本
の
能
楽
や
歌
舞
伎
が
伝
統
演
劇
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
の
「
伝
統
」と
は
、発
想
が
違
う
ら
し
い
。
ど
こ
の
国
で
も
「
伝
統
」

の
大
半
は
、
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
氏
（E

ric H
obsbawm

, 1917 ‒2012

）

の
い
わ
ゆ
る
「
創
ら
れ
た
伝
統
」（invented tradition

）
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
国
と
日
本
で
は
「
メ
タ
伝
統
」
す
な
わ
ち
「
社
会
が
伝

統
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
伝
統
」
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
、
と
筆
者

は
考
え
る
。

　

日
本
人
の
「
伝
統
」
は
、
芸
の
「
道
」
と
か
、
家
元
制
や
世
襲
制
と

か
、
過
去
か
ら
の
継
承
の
連
続
性
を
重
ん
ず
る
。
も
し
仮
に
、
文
革

が
中
国
で
は
な
く
日
本
で
起
き
て
い
た
と
し
て
も
、「
革
命
現
代
能

楽
」や
「
革
命
現
代
歌
舞
伎
」の
創
演
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

し
か
し
京
劇
で
は
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
。
上
演
す
る
側
だ
け
で
な

く
、
観
衆
の
側
も
「
革
命
現
代
京
劇
」
と
い
う
発
想
を
受
け
入
れ

た
。
中
国
共
産
党
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る
に
し

て
も
、
そ
も
そ
も
中
国
の
“
伝
統
”
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
能
楽
や
歌
舞

伎
の
「
伝
統
」
と
異
質
で
あ
る
の
だ
と
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

歴
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
古
来
、
中
国
は
「
万
世
一
系
」
の
国
で

は
な
く
、「
禅
譲
」「
放
伐
」「
易
姓
革
命
」
を
標
榜
す
る
国
で
あ
っ

た
。「
革
命
」
の
た
び
に
、
聖
人
や
皇
帝
や
文
化
英
雄
は
“
伝
統
”

を
再
創
造
し
、
自
分
が
“
伝
統
”
を
作
る
正
統
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
天
下
に
誇
示
し
た
。「
文
化
大
革
命
」
の
主
観
的
な
目
標
も
、

「
永
久
革
命
」
の
聖
人
的
存
在
で
あ
る
毛
沢
東
と
無
産
階
級
が
直
接
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に
手
を
組
み
、
新
た
な
“
伝
統
”
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

文
革
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
革
命
模
範
京
劇
と
伝
統
京

劇
が
実
は
連
続
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
二
一
世
紀
の
今
日
で
も

革
命
模
範
京
劇
は
中
国
社
会
で
一
定
の
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど

を
考
え
る
と
、
文
革
の
遠
因
と
な
っ
た
中
国
社
会
の
メ
タ
伝
統
は
、

今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

注〈
1
〉 

小
論
で
は
中
国
語
を
日
本
語
の
漢
字
に
直
し
て
表
記
す
る
と
き

は
“ 

”
を
使
う
。
以
下
同
じ
。

〈
2
〉 

「
浜
」
と
い
う
漢
字
は
、「
は
ま
」
と
い
う
意
味
で
は
「
ひ
ん
」

（
旧
字
体
は
「
濱
」）、
ク
リ
ー
ク
と
い
う
意
味
で
は
「
ほ
う
」
と
読

む
。
日
本
の
常
用
漢
字
の
「
浜
」
は
前
者
だ
が
、
中
国
語
で
は

“
浜
”
と
“
濱
”
を
区
別
す
る
。『
沙
家
浜
』
の
「
浜
」
の
読
み
方
は
、

日
本
漢
字
音
で
は
「
ほ
う
」
と
な
る
。

〈
3
〉 

加
藤
徹
『
京
劇
│
│
「
政
治
の
国
」
の
俳
優
群
像
』
中
公
叢
書
、

二
〇
〇
二
年
、
二
五
三
頁
。

〈
4
〉 

瀬
戸
宏
『
中
国
演
劇
の
二
十
世
紀
│
│
中
国
話
劇
史
概
況
』
東

方
書
店
、
一
九
九
九
年
。

〈
5
〉 

文
革
後
の
革
命
模
範
京
劇
の
劇
場
に
お
け
る
再
演
と
中
国
の
観

衆
の
反
応
に
つ
い
て
は
、

杉
山
太
郎
「
復
活
し
た
革
命
現
代
京
劇
│
│
そ
の
大
衆
演
劇
性
」

『
中
国
研
究
月
報
』
五
一
二
号
、
一
九
九
〇
年

河
野
真
南
「
革
命
現
代
京
劇
の
復
活
│
│
沸
騰
す
る
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
」『
中
国
研
究
月
報
』
五
一
七
号
、
一
九
九
一
年

加
藤
徹
「
京
劇
漫
談
」『
研
究
誌
季
刊
中
国
』
一
九
九
三
年
冬
季

号
平
林
宣
和
「
革
命
現
代
京
劇
と
身
体
技
法
の
混
淆
│
│
建
国
か
ら

文
革
前
夜
ま
で
の
革
命
様
式
を
め
ぐ
る
言
説
と
実
践
」『
教
養

諸
学
研
究
』
一
二
三
号
、
二
〇
〇
七
年

 

等
を
参
照
の
こ
と
。

〈
6
〉 

大
意
は
「
思
い
起
こ
せ
ば
、
ワ
シ
が
部
隊
を
旗
揚
げ
し
た
て
の

こ
ろ
、
総
員
わ
ず
か
十
数
名
、
小
銃
は
七
、
八
丁
だ
け
。
皇
軍
（
日

本
軍
の
こ
と
）
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
、
わ
け
が
わ
か
ら
ず
逃
げ
ま
わ

る
。
阿
慶
嫂
が
ワ
シ
を
水
が
め
の
中
に
隠
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
命

び
ろ
い
…
…
」（
拙
訳
）。

〈
7
〉 

伝
統
京
劇
の
歌
詞
は
現
代
中
国
語
で
は
な
い
た
め
、
字
幕
が
な

い
と
通
常
の
中
国
人
は
意
味
内
容
を
理
解
で
き
な
い
。

〈
8
〉 

「
鳳
凰
網
科
技
」
サ
イ
ト
の
動
画
つ
き
記
事
「
馬
雲
唱
京
劇
『
紅

灯
記
』選
段
：
一
嗓
子
就
震
驚
！
」（
二
〇
一
七
年
四
月
九
日
一
四
：

一
〇
：
五
九
）http://tech.ifeng.com

/a/20170409 /44569774 _0 .
shtm

l

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
五
日
閲
覧
）。

〈
9
〉 

加
藤
、
前
掲
『
京
劇
』
三
三
一
頁
。

〈
10
〉 TA

IW
A

N
 T

O
D

AY

「
台
湾
戯
曲
セ
ン
タ
ー
が
京
劇
の
神
、

「
祖
師
爺
」
を
迎
え
る
」（
二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
）http://jp.

taiwantoday.tw/news.php?unit =190 &
post =121601

（
二
〇
一
七

年
一
一
月
五
日
閲
覧
）。
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〈
11
〉 

『
紅
灯
記
』
の
脚
本
作
者
の
名
前
の
順
番
は
、
文
革
中
に
日
本

で
刊
行
さ
れ
た
毛
沢
東
著
作
言
語
研
究
会
編
『
革
命
現
代
京
劇
劇

本 
紅
灯
記 

テ
キ
ス
ト
版
』（
大
安
、
一
九
六
九
年
）
の
「
あ
と
が

き
に
代
え
て
」（
執
筆
は
香
坂
順
一
）
六
頁
で
も
、
近
年
の
Ｃ
Ｄ

『
現
代
京
劇
様
板
戯 

紅
灯
記 

一
九
六
七
年
珍
稀
版
』（
中
国
唱
片
上

海
公
司
、
二
〇
〇
六
年
）
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
も
「
翁
偶
虹
、
阿
甲
」

の
順
で
あ
る
。

〈
12
〉 

中
国
京
劇
院
は
国
家
直
属
の
京
劇
団
で
あ
り
、
国
務
院
総
理
で

み
ず
か
ら
も
舞
台
俳
優
の
経
験
を
も
つ
周
恩
来
が
政
治
の
激
務
の
あ

い
ま
に
『
紅
灯
記
』
の
練
習
場
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
セ
リ
フ
や
演

技
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
こ
と
、
例
え
ば
主
人
公
の
李
玉
和
が
悪

役
の
鳩
山
（
日
本
の
軍
人
）
に
向
か
っ
て
“
魔
高
一
尺
、
道
高
一

丈
”
と
言
う
セ
リ
フ
は
周
恩
来
の
指
摘
に
よ
り
“
道
高
一
尺
、
魔
高

一
丈
”
と
修
正
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
は
京
劇
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
た

挿
話
で
あ
る
。『
中
国
京
劇
史
』
下
巻
・
第
一
分
冊
、
中
国
戯
劇
出

版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
九
三
三

－

一
九
三
四
頁
。

〈
13
〉 

一
九
七
六
年
の
来
日
公
演
で
革
命
模
範
京
劇
を
見
た
日
本
の
観

衆
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
樋
泉
克
夫
『
京
劇
と
中
国
人
』（
新
潮
選

書
、
一
九
九
五
年
）
に
記
述
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
公
演
を
見
て
い

な
い
が
、
当
時
、
実
際
に
こ
の
京
劇
公
演
を
見
た
人
か
ら
話
を
聞
い

た
観
衆
の
反
応
は
、『
京
劇
と
中
国
人
』
の
記
述
と
違
っ
て
お
り
、

日
本
の
観
衆
の
感
想
や
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
14
〉 

加
藤
、
前
掲
『
京
劇
』
二
七
一
頁
。

〈
15
〉 

加
藤
徹
『
梅
蘭
芳
│
│
世
界
を
虜
に
し
た
男
』
ビ
ジ
ネ
ス
社
、

二
〇
〇
九
年
。


